
○　本校の概要 令和7年1月24日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ３：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ２：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 １：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ３：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ２：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 １：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。 ３：

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。 ２：

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。 １：

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ３：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。 ２：

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 １：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。 ３：

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ２：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 １：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。 ３：

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。 ２：

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。 １：

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ４：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ３：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 ２：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 １：

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

令和６年度　大田区立多摩川小学校　自己評価　報告書

　本校は今年度、開校６９年を迎える。児童数は５６８名、学級数１９学級、特別支援教室の拠点校となっている。正規教職員は３２名、講師・補助員等を入れると総勢５７名の教職員が「チーム多摩川」として児童を指導・支援している（令和６年４月１日現在）。本校は、笑顔で光り
輝くウェルビーイングな学校を目指している。ウェルビーイングは、身体だけでなく精神面・社会面 も含めた“新たな健康”を意味する言葉で、｢経済だけでなく、生活の価値や評価、感情に至るまで“こころ”の健康を含めて捉える“新しいものさし”である。　本校では、こどもたちに
「自分の生き方だけではなく、家族や友達、自分が住む町・国などが、どのようにすれば“より良い状態”でいられるか」について考えさせている。ウェルビーイングには、「バランスとハーモニー（調和）」が重要である。学習だけでなく運動や健康、食事、人間関係などをバランス良
く、さらに前向き（ポジティブ）に調和させていく、そんな学校を目指している。令和７年度は７０周年。新教科「おおたの未来づくり」も推進し、「矢口地域で育ち、地域を愛し、地域に貢献するこども」＝「矢口地域を笑顔にするこども」を育てている。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
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生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや科学教育を
推進し、課題解決力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。

3

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。

□児童アンケート
６学校での勉強や生活で、自分のよいところを出
すことができている。→②

□保護者アンケート

3

①地域創生・ものづくりに挑戦する「おおたの未来づくり」その
「素地づくり」を各学年で実施した。また、理科巡回指導によ
る授業力向上に取り組んだ。
②移動教室による人間関係形成能力、感性や豊かな情操の
育成を図り、学校行事では、社会性や主体性の涵養、自己
肯定感や表現力の育成に取り組んだ。
③タブレット端末を活用した学習指導の展開及び情報活用
能力の育成を図り、情報を正しく安全に利用する情報モラル
教育の充実にも取り組んだ。
④キャリアパスポートを通して自己を振り返り、心の安定を図
るとともに自己肯定感の醸成に努め、児童の自立を目指して
いる。
■キャリアパスポートの活用促進
■おおたの未来づくりとその素地づくりの発展

Ａ 9

〇教室の席に座っての授業以外に、様々な体験や刺激を受けることがで
き、こどもたちは恵まれていると感じます。一方、要素が過多でひとつのこと
をじっくり自分のペースで探究するところまでは難しい状況かもしれません。
〇①の取組を行ったことはわかるが、授業力向上にいたっていないのが残
念。STEAMはもっともっと外部に頼っていいのでは。
〇正直なところはよく見えていない…。こどもの回答で、自己肯定感が低い
児童が1/4いるのは課題ではないか。
〇矢口地域を笑顔にするという取組を学習発表会や公開授業等で拝見し、
先生方や地域の方々のご指導でこどもたちにもいい体験になっていると思
います。
〇地元商店街と連携し、こどもたちが地域に興味をもてるような授業を行っ
ていることは、こどもたちが地域に愛着をもつことにつながると思います。引
き続きこういった取組を進めていただきたいと思います。
〇学習指導にタブレット端末を活用し、児童の興味・関心を引き出していま
す。
〇地域の力やICTツールをうまく活用して、こどもたちが主体的に取り組むこ
とができていたと思います。

0

②学校内外での様々な体験活動や自己評価する習慣
づくりを推進し、自ら考え判断する力や、他者と協働して
いく力の育成を図っている。

3 Ｂ 14

③情報技術を適切に活用した授業の実施を通して、情
報活用能力の育成を図っている。 3 Ｃ 01

④あゆみとキャリアパスポートを連動させ、児童一人一
人の「自立」を目指す育成を図っている。児童が設定し
た目標に応じた指導と助言を適切に行っている。

3 Ｄ 00

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態
度を育成しま
す。また、国際
社会・地域社会
に関心をもち、
持続可能な社会
を形成していく
態度を形成しま
す。

①外国語教育指導員の活用などにより、英語に慣れ親
しみながら会話をする機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際感覚の育成を図っ
ている。

2

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。

□児童アンケート

□保護者アンケート
21学校は、地域の力（保護者以外）を子どもたちの
教育活動に活かしている。→③

3

③現代社会における地球規模の課題を自分事として捉
え、その解決に向けて考え、行動する力の育成を図っ
ている。

2
2

④学校は、児童に地域行事の周知や参加を呼びかけ、
地域と連携して児童の地域への愛着や誇りをはぐくん
でいる。

〇外国語の授業は拝見したことがないのでコメントできませんが、英語だけ
でなく多言語に触れるという点で協力させていただければ幸いです。その先
に、日本以外の地球規模の課題への興味につながるかもしれません。
〇先生方の評価が低いが、謙遜しすぎではないか。小学生のレベルででき
ることを十分に行っていると思う。
〇教員の意識も「２」が２つある。どのように授業改善していくのか、全校で
共有しながら進めていく必要があるのではないか。
〇地域人材の活用（ゲストティーチャー等）地域人材バンクを作るとよい。
〇外国籍の児童も在校しているとお見受けします。日ごろから様々な国の
人たちと接することで、多文化を自然に受け入れ、互いを認められるグロー
バルな人材になってほしいと思います。日頃の授業において、国際的な視
点がもてるようなカリキュラムに一層取り組んでいただけるよう期待します。
〇３会場の盆踊りに参加していただき、地域に笑顔をもたらしてくれました。
あと２３区で唯一の無形民族文化財「双盤念仏」についてもその継承に努め
ていただければと思っています。多摩川小学校学区内に継承されているの
で。
〇地域の力を活かした授業は素晴らしい取り組みでした。一方、ESDについ
ては、どのような取り組みに注力されていたのかが見えづらかった印象で
す。

0

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人権教育を推
進し、自分とは異なる文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を図っている。

3 Ｂ 13

Ｃ 1

3 Ｄ 00

①外国語教育指導員を配置し、コミュニケーション力の育成
を目指している。ＩＣＴ機器を活用し英語４技能に関する個別
最適な学びの充実を図った。
②地域の文化資源「多摩川」を活用した授業の展開と副読本
を活用した郷土への愛着や誇りを育む教育の推進を図った。
③持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）により、地球規模の
課題を自分事として捉え、解決に向けて自ら社会に参画し、
行動を起こす態度を育むようにした。
④地域行事の周知や参加を呼びかけ、地域に「笑顔」を生み
出す働きかけを行い、児童の地域への誇りや愛着を育てる
ように取り組んだ。
■創立70周年に関わる教育活動
■外国語科・外国語活動の充実
■持続可能な開発のための教育の実践

Ａ 8

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎
となる力として、
豊かな心や確か
な学力、健やか
な体を育成しま
す。また、乳幼
児期から中学校
までの一貫性の
ある教育を推進
します。

①道徳科を中心とした各教科等での学習などを通じて
継続的に道徳教育を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。

3

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。

□児童アンケート
１学校の学習は、よくわかる。→③
３すすんで読書に取り組んでいる。→①
４休み時間には、外で遊んだり、持久走の練習や
なわとびなどをしたりして、がんばっている。→②

□保護者アンケート
１多摩小の子どもは、意欲的に学習（読書も含む）
に取り組んでいる。→③

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会を通して、健
康教育や食育を推進し、基本的な生活習慣の確立を
図っている。

3

①複雑化する社会環境でも豊かな情操や道徳心を培う教育
を推進した。また、個性の発見とよさ・可能性の伸長・社会的
資質や能力の発達を支える視点に立ち、児童自身にに考え
させる生活指導を推進した。
②習熟度別少人数指導を実施し、一人ひとりに応じた学力
の確実な定着を図った。また、タブレット端末を生かした家庭
学習の推進し、区の漢字検定も実施した。
③持久走大会、駅伝大会等を通して運動に対する意欲を高
め、総合的な体力の向上を図った。また、早寝・早起き・朝ご
はんを通して家庭と連携した生活習慣の定着を目指し、東邦
大学と連携した食育も行った。
④保幼小連携推進としての交流学習、小中一貫の指導の充
実に向けた児童・教員の交流を行った。
⑤読書の時間や機会の確保、図書資料を活用した授業の企
画、読み聞かせ等を行い、本に親しむきっかけと読書週間の
定着を促進した。
■読書活動の推進と読解力の向上
■体力向上・健康づくりの発展
■学習カウンセリングの充実

Ａ 8

〇読書の機会を増やすために、図書室から机や椅子をなくし、じゅうたん敷
きにしてゴロゴロとリラックスできる空間にするのはいかがでしょうか。図書
の時間が楽しみになるような環境が望ましいです。
〇習熟度の低いグループは、教え方の上手な先生が見てくださっていると
良いなと思っています。
〇日本では読書量が増えても読解力があがらないと言われています。個別
目標１①横断的な学習や２②③などに取り入れてこその読解力だと思って
います。
〇③に関しては、５～10月の暑さで活動が制限されてしまうので、校庭の対
策を行政にお願いしたいです。
〇こどもの回答で約半数が読書をしていないということであった。低学年か
らの読み聞かせ（家庭）等の効果を周知するなど、保護者と連携をした取組
を強化してもよいのではないか。
〇少人数指導は良いです。
〇新１粘性の壁が社会問題になっていますが、朝ごはん等の対応はいか
がでしょうか。
〇大学との連携は良いです。（他に企業等も）
〇家庭での読書の習慣（親子ともに）
〇体育は専科が良い。
〇読書習慣をつけるような取組は、情操教育、文章能力育成、言葉を選ぶ
センスを磨く上で非常に重要だと思います。引き続きこういった取組を進め
ていただければと思います。80％以上の教員が「おおむねできた」と回答し
ているということで、児童たちの学力の育成に尽力していただいていると考
えます。
〇東邦大学と連携した食育で、生活習慣の定着が見られたと思っていま
す。
〇複数の担任の先生がこどもたちに関わる取組みは、こどもの個性を発見
するために効果的だと思います。読書の習慣づけも、こどもたちの将来に有
効だと感じました。

0

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた学習支援、各
種検定の実施を通して、すべてのこどもに確かな学力
の育成を図っている。

3

Ｂ 17

Ｃ 11④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を行うため、保
幼小の連携や小中一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

3

Ｄ 0⑤読書計画をもとに、読み聞かせや読書の機会を確保
し、本に親しむきっかけを作り、読書活動の充実と読解
力の向上を図っている。

3 1
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校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上しま
す。あわせて、
教師がやりがい
をもって働くこと
ができる魅力的
な環境づくりを
進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出す個別最適
な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

3

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。

□児童アンケート
６学校での勉強や生活で、自分のよいところを出
すことができている。→②

□保護者アンケート
１多摩小の子どもは、意欲的に学習（読書も含む）
に取り組んでいる。→③
２多摩小の子どもは、学年に応じた基礎的な学力
が身に付いている。→③
13学校は、学年に応じた基礎的な学力を身に付け
させるための指導の工夫をしている。→③ 3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児童・生徒に教
員が向き合う時間を確保する等、ウェルビーイングを高
める取組を行っている。

2

①毎時間のねらいを明確にし、問題解決学習を推進した主
体的・協働的に学ぶ意欲や達成感を高める授業の実践をし
た。また、年６回の校内研究授業を通して授業計画や授業方
法について討議し、授業改善に取り組んだ。
②校務分掌を適材適所に割り振り、主観教諭や主任教諭等
が職層に応じた職責を果たし、学校組織を活性化させるよう
に努めた。
③勤怠管理システムや校務支援システム、学びポケット等を
活用した事務や連絡の効率化、夏季休暇等の取得促進日
の設定に取り組んだ。
④定期的なＯＪＴ、週１回の生活指導夕会を設定し、全教職
員の授業力向上と人材育成を推進した。
■ＥＢＰＭの取組を活用した新たな授業モデルの構築（区重
点施策）
■ＩＣＴを活用した指導の充実
■問題解決学習等の授業力向上

Ａ 7

〇このアンケートを見ても感じますが、先生方がやらなければならないこと
が細かくたくさんありすぎて、さぞかしご苦労されていることと思います。こど
もの個性も大切にするように、MUSTを減らして、先生お一人お一人の個性
を出しやすい学校が理想です。
〇見えないところでの取組なので、私共が評価するのはおこがましく、感謝
いたします。
〇よく見えていないが、若い教員も多く、教員の指導力向上は、組織的に
図っていく必要がある（どこの学校も同じだが）。ミドルリーダーの活躍に大
いに期待している。
〇日頃から先生が懸命に児童と向き合っている姿を拝見しています。また、
ＣＳの会議においても地域の皆様と学校との意見交換が行われ、積極的に
地域の意見を取り入れていただけるような努力をしてくださっていることもあ
りがたいことと感じています。この地域らしさを生かしつつ、先生方の教師力
をより一層高めていただけるよう期待します。
〇ＯＪＴを定期的に行い、生活指導夕会を週１回設定し、教職員の授業力向
上に努めていると思います。
〇：大田区全体の課題だとは思いますが、セキュリティがガチガチ過ぎて、
先生方の業務効率化が図れていないのではと推察されます。クラウド上で
もセキュアなファイル管理はできますし、個人情報についてもルールをしっ
かり定めた上でデータベースを管理するなど、更なる工夫ができるのではな
いかと感じています。
・新人教育担当が新卒を教育していけるような体制づくり
・人数不足の解消を希望

0

②教職員がそれぞれの専門性を生かしたり、地域の特
色を生かしたりして教育活動を行っている。 3 Ｂ 26

③スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
との連携等、児童・生徒・保護者が相談しやすい環境を
整備し、一人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3

Ｃ 12

④一人一人の教員が、校内研究やＯＪＴ、主任会や学
年会を生かしながら、各教科等の教材研究や生活指導
等について考え、指導力を向上させている。

3 Ｄ 00

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応等のための組織的な対応を実
施している。

3 Ｂ 212
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困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況にあ
わせて教育環境
を整えるととも
に、相談機能の
充実を図ること
で、すべての児
童・生徒が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援しま
す。

①インクルーシブ教育システムの構築に向けて、教員
の資質・能力の向上や校内における支援体制の充実、
特別支援教室巡回指導教員との連携等を行っている。

3

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。
□児童アンケート
５学校のきまりを守って、学習や生活をしている。
→③
７友だちのよいところをほめたり、はげましたりして
いる。→②
□保護者アンケート
６多摩小の子どもは、自分を大切にして周りの人
に思いやりの気持ちをもって生活している。→③
10多摩小の子どもは、楽しく学校生活を送ってい
る。→③
11多摩小の子どもは、先生に話を聞いてもらった
り相談したりしている。→③
14学校は、社会のマナーやルールの指導をしてい
る。→③
15学校は、一人一人を大切にし、思いやりの心を
育てる指導をしている。→③
16学校は、一人一人の子どもを褒め、励ますこと
を心掛け指導をしている。→③
19学校は、子どもの話をよく聞き、対応している。
→③

00

①特別支援教室や通級指導学級、日本語初期指導や別室
指導など、一人ひとりの教育的ニーズに対応した多様な学び
場を提供し連携した教育活動を行った。
②WEBQUやいじめに関するアンケート、担任面談を通じて児
童の状況を把握し、いじめや不登校の未然防止、早期発見
や対応に努めた。
③週２回のスクールカウンセラーによる児童・保護者・教職員
の相談体制を整え、多様な悩み等に対応した。外国人及び
帰国児童を対象に日本語初期指導及び、加配教員による継
続指導を実施した。
④児童と教職員の関わりを重視し、自分の居場所があり、互
いに認め合い、励まし合い、高め会う関係・環境づくりに取り
組んだ。
■調査等を生かした学級経営の充実と児童への適切な対応
の強化
■多様な悩みへの相談・支援強化

Ａ 8

〇ボランティアで少しお手伝いさせていただきましたが、素人ではなかなか
お役に立てない現実も感じました。みんなが同じペースで一度に同じことを
やろうとすることがそもそも無理があるのかもしれません。
〇以前より、できる子が活躍できる機会が減っている気がします。運動会の
音楽隊、応援団、リレー選手、音楽集会での指揮、学芸会でのソロ歌…１年
間で皆１回褒めてもらえる機会がほしいです。（今年度の取組は高評価で、
次年度の希望です）
〇ここもよく見えていないが、校長が扇の要になって様々なケースに対応し
ている印象。（校長だよりになっている？）チームとして機能できるようになっ
ていくとよいと感じる（すでになっているかもしれないが）。
〇現在、通級指導を希望してもすぐに受け入れられないようですが、保留状
態が解消されることを望みます。
〇学校生活では、集団における規律や秩序を学ぶと同時に、こどもたちは
集団の中で個人を尊重することも同時に学んでいると思います。スクールカ
ウンセラーなどの相談体制を引き続き維持していただくとともに、一人ひとり
の個性を発揮できる環境づくりが一層行われることを期待します。
〇いじめや不登校など大変な時代で教職員の皆さん大変だと思いますが、
頑張ってくれていると思います。
〇先生方が「聴く」というスタンスをもって、こどもたちと接しているように感じ
ます。

0

3

3
1

③教員は、危険な場所がないか、危険な場所を作って
いないかを常に考え、児童が安全に過ごせる教育環境
を意識的につくり、日々の指導を行っている。

3

Ｃ 01

④教員が児童に寄り添いながら、観察（見取り）や指導
を行っている。また、課題に対して迅速で細やかな対応
を年間を通じて行っている。

3 Ｄ

3

①学校運営協議会（ＣＳ）の発足と年６回の協議会を実施し
た。ＰＴＡや地域学校協働本部（たまサポ）、おやじの会（たま
パパ）、ＣＳを中心に保護者や地域の声を取り入れ連携を
図った。
②児童誘導員や地域の方々による「見守り活動」に支えてい
ただきながら児童の登下校の安全に努めた。また、月１回の
安全指導日を設け、児童の生活力向上に努めた。
③道徳授業地区公開講座や体育健康教育授業地区公開講
座の講演会を実施した。さらに地域学校協働本部（たまサ
ポ）主催による家庭教育講座を２回実施した。
④７月に拡大学校運営協議会を実施し、地域と学校の連携
強化を図った。今年度の教育活動の発展や充実に繋げた。
■地域を知り、地域を愛し、地域を笑顔にする児童の育成を
継続
■学校運営協議会を生かした地域コミュニティの核としての
学校づくりの継続
■創立70周年記念各行事の成功

①校庭芝生の維持管理、大型電子黒板やエアコンの入替、
校舎内壁面塗装や体育館照明、トイレの改修やプールの日
よけ設置、地盤沈下対策等に対応し、維持管理に努めた。
②計画的に避難訓練やセーフティ教室を実施し、児童の災
害や防犯に対する意識を高めた。自ら判断し行動できる児
童の育成に努めた。また、食物アレルギーについても組織的
に対応し、安全管理を徹底した。
③毎月の定期安全点検や毎学期の一斉点検を実施した。ま
た、週番による校内巡回を実施し、安全管理に努めた。
■自ら判断し行動できる児童の育成
■老朽化する施設の維持管理

〇クロムブック利用については、低学年には不要なのではないかと感じまし
た。30人に一度に指導する難しさと、まずは自分で書くことからがスタートか
と。ディスレクシアの子への対応は別途必要かと思いますが。
〇100％でないと「４」が付けられないとのことですが、限りなく「４」に近いと
感じています。気づかないところまでありがとうございます。
〇校庭の芝生の管理は大変だと思うが、こどもたちは「芝生が好き」と言っ
ていた。学校への負担が増えない形での存続を希望する。区からの人や物
での支援が大切。
〇ハード面、ソフト面での安全第一
〇教室内や倉庫などで教具の置き場が狭いので、事故が起きないか気に
なります。（特に机の横にかけている手提げや水稲のひもなど）
〇実際の授業を拝見し、児童がタブレットを利用したり、その画面を前方の
ディスプレイで共有したりと、ＩＣＴをうまく活用してカリキュラムを進めてい
らっしゃると感じています。現在、社会においてはスマートフォンやタブレット
等を使いこなせることが大前提となっているため、頭の柔らかい子たちに、
そうしたデバイスのさらなる活用を発見してもらえるような授業があってもよ
いと思います。
〇避難訓練やセーフティ教室を実施し、児童の災害や防犯に対する意識を
高めていると思います。
芝生の管理は大変だと思いますが、いつも綺麗に維持していただいており、
感謝いたします。
〇まだ高学年でクロームブックでの授業中に違うことをしていた。こどもたち
にどう授業に集中させるか。

0

②避難訓練や安全指導日などを通して、危険や災害に
対する教育を関係機関と連携しながら進めている。 3

6

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全な学校生活
づくりを踏まえて、学習環境を整備している。 3

0
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを
進めるとともに、
学校・家庭・地域
が連携・協働し
て、地域社会全
体でこどもたち
を育成します。

①「地域コミュニティの核としての学校づくり」を目指して
地域と学校が連携・協働した様々な活動を実施してい
る。

3

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。
□児童アンケート
２学校や家庭で言われなくても宿題に取り組んで
いる。→②
８安全に気をつけて、登校や下校をしている。→③
□保護者アンケート
５ご家庭で、社会のマナーやルールを教えてい
る。→③
７ご家庭は、子どもの気持ちを受けとめ、心を育て
る指導や基本的な指導をしている。→③
８ご家庭は、子どもをほめ、励ますことを心掛けて
いる。→③
９ご家庭は、学校やPTAの行事に積極的に参加し
ている。→②
12ご家庭では、子どもとよく話し、相談にのってい
る。→③
17学校は、教育活動を公開し、たよりやホーム
ページで学校の様子を伝えている。→③
18学校は、保護者や地域と連携して子どもを育て
ている。→③
21学校は、地域の力（保護者以外）を子どもたちの
教育活動に活かしている。→③
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学校施設につい
て、ICT環境等
の教育環境の整
備を推進すると
ともに、児童・生
徒の安全・安心
を向上させるた
めの教育を推進
します。

取組評価の項目に児童・保護者のアンケート結果
を加味して成果評価を行う。

□児童アンケート
９クロムブックやスマートフォン、ゲーム機など、イ
ンターネットにつながる機械を、ルールやマナーを
守って使うことができている。→②

□保護者アンケート
３多摩小の子どもは、社会のマナーやルールを
守って生活している。→③
４多摩小の子どもは、あいさつや返事、言葉遣い
などの基本的な生活習慣が身に付いている。→③
20学校は、環境を整備し、校内美化に努めてい
る。→③

Ａ 8

〇ＣＳとして学校の内側に入れていただき、ありがたく思っております。何か
お役に立てるよう努めます。また、家庭、保護者と共にこどもたちをはぐくん
でいくことを考えていくには、どうしていけば良いのかも課題だと感じます。こ
の１年ＣＳとして校長先生をはじめ先生方のお話を聞く機会をいただき、学
校が多岐にわたっての複層的な、とても大切なことをこどもたちに与える教
育をしてくださっていることが見えてきました。一年間で教えなければならな
いことも決まっていて、勝手にアレンジすることはできないと思いますが、・
ひとつのことをじっくり考え、仮説を立て、やってみて、失敗して、さらにまた
調べて学んでいくような時間があれば・個人の興味、特性、習熟度など異な
る中で、一度に30人教える難しさを感じています。尊重できる方法は・保護
者の方々の声も聞かせていただき、学校・家庭・地域が三位一体によりなっ
ていくにはどうしたら…と感じております。ＣＳ協議会の中で皆様と一緒に考
えたいです。
〇７月の拡大はとても良かったです。各学年のテーマがぼんやりしている４
月下旬にも開催すると、もっとよいアイデアが得られる期待があります。た
だ、ＨＰに学校の様子が発信されていないので、地域と学校の接点が減って
います。
〇ＣＳの雰囲気は、とても建設的でよい。ここに、教職員とのつながりが少し
でも見えてくると、より教育活動は充実するのではないか。保護者の学校行
事への協力が少ないのは、改善の必要があると感じる。
〇拡大学校運営会議で地域の方々に先生からのお願いがあり、それに応
えてくれた地域の方々も良かった。
〇授業や学習発表会において、地元の商店と連携した研究・発表をするな
ど、地域との連携はしっかりと行われていると思います。学校以外において
も、矢口たすけあいプラットフォームにおいて地域の各種団体と連携してこ
どもの見守り活動を実施されています。学校が中心となり、学校の内外で地
域と連携してこどもたちを育てている取組は地域団体からの評価も高いと
感じています。
〇拡大学校運営協議会は有意義でした。学校と地域の連携が図れたと思
います。
〇７月の拡大CSで、教員の皆さんが多くの気づきを得て、その後の授業づく
りに役立てていただけたというのは、素晴らしい取組みだったと思います。

0

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の健全育成や
安全指導に係る取組を地域の協力により実施してい
る。

3 Ｂ 112

③家庭教育に関する情報の発信やPTAなどと連携した
講演会・学習会、またはその双方を実施している。

Ｄ

3 Ｃ 02

④ＣＳの熟議を生かし、教員が「地域を知り、地域を愛
し、地域を笑顔にする」を意識した指導を行っている。教
員が保護者や地域とのかかわりを積極的にもち、児童
にも人とかかわることの大切さを指導している。

3 Ｄ 00

0

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
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